
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Volkswagenグループ、独・モビリティ

データスペースの立ち上げを促進 
 
 
 

 

キャップジェミニ・インベント、独・モビリティデータ

スペースの立ち上げにおけるVolkswagen

グループの取り組みを支援。初の車両データ

のユースケースを開発・提供し、新モビリティ

エコシステム参画企業によるデータスペース

活用を促進 

データは自動車業界に、公益となる新たなビジネスの潮流と機会を

生み出しています。Volkswagenグループは、ドイツ連邦政府が設立を

主導したモビリティデータスペースの創設メンバーです。欧州のセキュアな

連合データインフラストラクチャとして知られるGaia-Xの取り組み同様に、

モビリティデータスペースはドイツで設立されたデータ共有コミュニティです。

市場のあらゆるプレーヤーに、データ共有マーケットプレイス上の関連

データへの公平かつ透明性の高いアクセスを提供することで、イノベー

ション・持続可能性・ユーザーフレンドリーなモビリティコンセプトが育ま

れる環境を促進することを趣旨としています。 

クライアント：Volkswagenグループ、Audi AG 

地域：ドイツ 

業界：オートモーティブ 

クライアントの課題：VolkswagenグループとAudiは新たなプロセスを

適用して短期間に、モビリティデータスペースのデータベース活用ユース

ケースを立ち上げる必要がありました。 

ソリューション：キャップジェミニ・インベントは、Volkswagenグループの

データスペース・エコシステムへの取り組みにおいて、ユースケース開発と

プロジェクトマネジメントを担い、VolkswagenグループならびにAudiを

支援しました。 

成果： 

• 集計データのユースケースを成功裏に開発し、モビリティデータ

スペースの参画企業に提供 

• Volkswagenグループのデータ部門と、同グループ会社のAudi

間の協働を成功させるための基盤を整備 



 
 

 

Volkswagenグループの戦略目標は近年変化しており、純粋な製造

業から、持続可能でソフトウェアドリブン／データドリブンなモビリティ

プロバイダーへの転換が重視されています。これは、自動車業界の

他社OEMにも共通する変化です。さらに、提供元の異なるデータを

組み合わせてこそ革新的なモビリティサービスを創出できることを踏まえ

れば、既存のデータサイロは打破しなければなりません。モビリティデータ

スペースは、モビリティ分野のプレーヤーの誰もがデータエコノミーに簡単に

アクセスできると同時に、参画者に各々のデータ主権が確保されている

ことを保証するソリューションを提供します。 

集計したデータを公益に役立てる 

モビリティデータスペースの始動後、Volkswagenはさらに発展させる

ことができると考え、成功のカギを握るのはユースケースの開発・提供

だと認識しました。同社は、グループ会社のAudiが大規模にセンサー

データを供給できる車両を保有している上に、車両データの活用に

豊富な実績があることも認識していました。一方、Audiは幅広い製品

ラインアップのさまざまな車両により欧州で生成されたデータを保有して

おり、新たなデジタルサービスを実現して顧客価値を向上させたいと

考えていました。そうすることで、ドイツの公道ははるかに安全になり、

交通事故死ゼロを目指すEUの「ビジョン・ゼロ」政策を支援できます。 

Audiのデジタルビジネス事業における長年のパートナーであったキャップ

ジェミニ・インベントがデータ分野の主要パートナーに選ばれました。

Audiとキャップジェミニ・インベントは連携して、Volkswagenグループ

内にモビリティデータスペース向けのプロジェクトマネジメントとコラボレー

ションモデルのチームを立ち上げました。併行して両社はVolkswagen

グループと協働して、ユースケースを構築し、タイトな期限内に確実に

納品できるようプロジェクトを管理し、モビリティデータスペースに持続

可能な顧客価値／ビジネス価値を生み出せるよう支援しました。 

初のユースケースを構築 

2021年2月から2021年10月半ばまでの僅か7か月間余のタイトな

スケジュールの中で、モバイルデータスペースの価値実証に向けて、

さまざまなステークホルダーを調整・管理するためには協力体制が

不可欠でした。コラボレーションモデルを適用し、Volkswagenグループの

データ部門、Audi、キャップジェミニ・インベント、モビリティデータス

ペースの担当者が緊密に協働し、関係する全てのステークホルダーとの

調整を効率的に進めました。 

Audiとキャップジェミニの共同プロジェクトチームによる最初のユース

ケースの一つが、「Local Hazard Information（ローカルハザード

情報）」です。両社はプロジェクトマネジメントのプロセスに従い、Audi

フリートの車両センサにより収集された道路交通上の危険に関する

イベントデータを集計して提供するソリューションを開発しました。この

データは、事故・車両故障・駆動力喪失、大雨や濃霧による視界

不良などのイベントに基づくものです。モビリティデータサービスにアクセス

できる多数の法人顧客が利用でき、例えばナビゲーションサービスでは、

ドライバーにほぼリアルタイムで危険箇所を警告し未然の対応を促す

ことができます。 

Volkswagen、Audi、キャップジェミニ・インベントは、初期のこの成功に

よって、アプリ開発会社・道路交通当局・気象サービス・保険会社・

自動車部品メーカーに向けた、さらなるアプリケーション開発の可能性を

実証しました。このユースケースは、モビリティデータスペースの潜在的な

影響力 ―官民モビリティプロバイダーのデータを関連付けることで、より

円滑かつユーザーフレンドリーで安全なモビリティをドイツをはじめ欧州で

実現できる将来性も含めて ― を効果的に示しています。 

データの力を活用する 

Volkswagenグループのデータ部門は、プロジェクトマネジメントのフレーム

ワークに従ってキャップジェミニ・インベントと協働し、創設メンバーとしての

責務を果たしました。こうしてモビリティデータスペースのプロセスが構築

され、ITS世界会議（ITS World Congress）で滞りなく発表されたの

です。 

Volkswagenグループのデータ部門はモビリティデータスペースにおいて、

顧客のデータプライバシーを保護しつつ、全グループ会社が他社OEM・

交通管理システム・道路交通当局などの大規模なデータベースに

アクセスできるようにする役割を担っています。以下のようなメリットが

期待されています。 

• より精度の高い情報 

• 潜在的なデータ購入者に直接連絡を取れること 

• データ仲介機能の一元化による、円滑なデータ交換 

• 複数のソースから得られる、データプロダクトの標準化 

• データ共有コミュニティとのビジネスモデルの共同開発 
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キャップジェミ・インベントは、デジタルイノベーション、コンサルティング、トランスフォーメーションのブランドです。

企業の意思決定者が、組織の未来を設計し構築するためのご支援をいたします。 

キャップジェミニは、お客様のビジネストランスフォーメーションならびにテクノロジートランスフォーメーションのグロ

ーバルパートナーです。企業が“デジタル世界”と“持続可能な世界”への移行を加速できるようご支援し、組

織と社会へのインパクトを目に見える形で生み出しています。当グループは、世界50か国以上、約34万人

の使命感あふれる多様性に富んだチームメンバーから成る組織です。55年にわたり培ってきた豊富な実績

を有し、幅広いビジネスニーズへの対応をテクノロジーの力で支援するパートナーとして、お客様から厚いご信

頼をいただいています。AI、クラウド、データ領域で市場をけん引する能力を発揮し、各業界への深い専門

知識とパートナーエコシステムを組み合わせ、戦略・設計からエンジニアリングまでを網羅する強みを活かし

て、エンドツーエンドのサービスやソリューションをご提供しています。2023年のグループ売上高は225億ユー

ロです。 
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